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1 月号 本年もよろしくお願い致します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

～ 令和８年 新年ご挨拶 ～ 

 

新年明けましておめでとうございます。 

旧年中は、組合の運営や各種活動に多大なるご理解とご協力を賜り、心より 

感謝申し上げます。また、常任幹事や各連区幹事の皆様のご尽力にも深くお礼 

申し上げます。 

さて、この年末年始、皆様はどのように過ごされたでしょうか。忘年会や新 

年会、旅行、家族や親戚との食事、駅伝観戦、何も考えずぼーっとしていた、 

という方もいらっしゃるかもしれませんね。 

私はここ数年、友人と柳橋中央市場へ年始の買い出しに行くのが恒例となっ 

ており、大晦日の早朝に出かけてまいりました。テレビやネットでも言われて 

いる通り、「すべてが高い！」。友人とも「肉も魚もカニも、こんなに高かった 

っけ？ロピアで買ったほうがよくない？」なんて話になり、結局最低限の買い 

出しだけを済ませ、その後ロピアへ… 

これは食材だけでなく、我々建設業界においても同様に、資材価格の高騰など、 

依然として厳しい状況が続いております。一方で、国の施策や公共投資の動向 

次第では、我々建設業界にとって明るい兆しも期待される年となりました。 

組合としましては、関係団体と連携し、各種保険制度や補助制度の充実、組合 

員皆様の負担軽減に向けた取り組みを引き続き進めてまいります。 

本年が組合員の皆様とご家族にとって、健康で実り多き一年となりますことを 

祈念し、新年のご挨拶といたします。 

 

 

                            令和８年１月吉日 

                        中部日本建設労働組合 

                         組合長 有川 浩行 

 

 

 

  



 

 

 

令和 7 年度健康体力つくり事業  

近江八幡散策日帰り旅行 

11 月 16 日(日)、観光バス 2 台で滋賀県へ日帰り旅行に行ってきました。まずは、多賀大社へ 

向かいました。祭神として天照大神（あまてらすのおおみかみ）の両親の伊邪那岐命（いざな 

ぎのみこと）と伊邪那美命（いざなみのみこと）を祀っている旧官弊大社です。雲ひとつない 

空と、玉砂利を敷いた境内に風格を持つ本殿が建っています。 

次に、近江八幡で、「近江牛の陶板焼き御膳」を頂き、日牟禮（ひむれ）八幡宮で参拝をしま 

した。豊臣秀次が築いた八幡山城の麓の八幡堀沿いにあり、近江商人が信仰した氏神様だそう 

です。八幡山城の城跡である八幡山の山頂までロープウェーで登りました。標高 271.9m あり、 

天気も良かったので、琵琶湖や旧城下町近江八幡の景色がとてもよく見えました。 

ラコリーナ近江八幡へ移動し、個性的な建物を見ながら、スイーツのお土産を買ったりしまし 

た。過ごしやすい日でしたので、城下町や境内を歩いて、ちょうど良い運動になったのではない 

でしょうか。 

1 月２５日（日）に、新年挨拶会があります。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参考 令和７年度保険料  令和８年度保険料は変更になる場合があります】 

6,000 円 37,230 円 12,000 円 74,460 円 

7,000 円 43,435 円 14,000 円 86,870 円 

8,000 円 49,640 円 16,000 円 99,280 円 

9,000 円 55,845 円 18,000 円 111,690 円 

10,000 円 62,050 円 20,000 円 124,100 円 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 



 

 

重要 


